
福岡商工会議所 405会議室
（福岡市博多区博多駅前2-9-28）

日 時

場 所

※ご記入頂いた情報は主催者において適切に管理し、当訓練の実施に関する事務処理及び業務統計にのみ利用します。

3,300円（税込）

企業のグローバル化に伴い、海外赴任の場だけでなく 、
日本においても外国人材と同じ現場で働くこ とが日常
と な り つ つ あ り ま す 。 そ し て現場 に お け る ミ ス コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン が原因で業務遂行に課題を抱える企業も
多く見受けられるようになりました。外国人材の定着に
は、 「良いコ ミ ュ ニケーシ ョ ン を図る 」 こ と と よ く耳にしま
すが、そもそも 「良いコミュニケーション 」 とは何なのか、
また 「 グ ローバルな現場で外国人材との協働によ っ て
組織の行動力を向上するには具体的にどのようなマイ
ン ドをも って働 く こ と が大事なのか 」 を理解する講座を
開催します 。海外赴任予定の方はもちろん 、外国人
材を現場でまとめる立場にある方には是非ご受講いた
だきたい内容です。どうぞ奮ってご参加ください。

受講料

定 員 20名 ※最少催行人数10名

福岡貿易会：柴田
TEL: 092-452-0707
E-mail: info@fukuoka-fta.or.jp
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2024年

8月21日(水) 9:30～16:30グローバルな現場における

 「現場社員のための

組織行動力向上」
講 師 (株)コムスキル 代表取締役

野中アンディ氏
福岡大学卒業後日本通運に入社。その後
米国カンザス大学コミュニケーション学修士
課程にて修士号を取得。帰国後西南学院
大学大学院文学研究科博士後期課程に
て、さらにコミュニケーション学を追求し博士
号取得。コミュニケーション学と英語を教え、
関東学院大学講師、福岡大学講師、中
村学園大学准教授を歴任。現在（株）コ
ムスキル代表取締役及び（一社）コミュニ
ケーションスキル協会代表理事として、学術
的見地をふんだんに取り入れたグローバルコ
ミュニケーションおよびプレゼンテーション講座
を展開。TOEIC990点、ゴルフと料理が趣
味。たまに鳥の彫刻を作る。

お申込み E-mail: info@fukuoka-fta.or.jp 締切：令和6年７月30日(火)
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基本項目 主な内容

企業組織と
生産活動

異文化間コミュニケーションが避けられない時代
文化の定義 日本文化を知る
異文化をなぜ恐れるのか
異文化耐性が高い組織
英語ができれば異文化に対応できるのか

状況変化に対応
する現場力

異文化における対人適応力
会議が変わる 交渉術が変わる
求められる批評的思考

フォロワーシップと
組織行動力

文化を問わず求められる論理と修辞
生産性を中心としたコミュニケーション
一旦忘れるべき関係性重視の日本文化
地域別特徴を理解する
（中国、韓国、ベトナム、アメリカ、東南アジア諸国）

お申込

右記QRコードから、または下記
ご記入の上、E-mailにてお申込

ください。受講料請求書お送り
します。

生 産 性 向 上 支 援 訓 練 と は 、 厚 生 労 働 省 所 管 の 公 的
な 職 業 能 力 開 発 施 設 で あ る ポ リ テ ク セ ン タ ー 福 岡 の
生 産 性 向 上 人 材 育 成 支 援 セ ン タ ー が 、 地 域 の 中 小
企 業 の 生 産 性 向 上 に 関 す る 課 題 や ニ ー ズ に 対 応 し た
知 識 ・ ス キ ル を 習 得 す る た め に 実 施 す る 公 的 な 職 業
訓 練 で す 。 今 回 、 当 福 岡 貿 易 会 が 、 事 業 取 組 団 体 と
し て の 選 定 を 受 け 、 ポ リ テ ク セ ン タ ー 福 岡 か ら の 業 務
委 託 に よ り 、 会 員 企 業 の 皆 様 の た め に 生 産 性 向 上 支
援 訓 練 を 実 施 す る も の で す 。

お問合せ
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